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─────────────────────────────────────────────────── 

平成26年 第１回 ３月（定例）中 間 市 議 会 会 議 録（第３日） 

                           平成26年３月14日（金曜日） 

─────────────────────────────────────────────────── 

議事日程（第３号） 

                       平成26年３月14日 午後１時30分開議 

 日程第 １ 第１号議案 平成２５年度中間市一般会計補正予算（第４号） 
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１号） 
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（日程第９ 委員長報告・質疑・討論・採決） 

 日程第１０ 第１０号議案 中間市総合計画策定審議会条例 

 日程第１１ 第１１号議案 中間市債権管理条例 

 日程第１２ 第１２号議案 中間市消防長及び消防署長の資格を定める条例 

（日程第１０～日程第１２ 委員長報告・質疑・討論・採決） 

 日程第１３ 第１３号議案 財産の処分について 

（日程第１３ 委員長報告・質疑・討論・採決） 

 日程第１４ 第１４号議案 中間市道路線の認定について 

        （日程第１４ 委員長報告・質疑・討論・採決） 

 日程第１５ 第１５号議案 平成２６年度中間市一般会計予算 

 日程第１６ 第１６号議案 平成２６年度中間市特別会計国民健康保険事業予算 

 日程第１７ 第１７号議案 平成２６年度中間市住宅新築資金等特別会計予算 
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 日程第１８ 第１８号議案 平成２６年度中間市地域下水道事業特別会計予算 
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議 案 の 委 員 会 付 託 表 

平成２６年３月１４日 

第１回中間市議会定例会 

議 案 番 号 件              名 付託委員会

第１５号議案 平成２６年度中間市一般会計予算 別 表 ３

第１６号議案 平成２６年度中間市特別会計国民健康保険事業予算 
市 民 厚 生

第１７号議案 平成２６年度中間市住宅新築資金等特別会計予算 

第１８号議案 平成２６年度中間市地域下水道事業特別会計予算 
産 業 消 防

第１９号議案 平成２６年度中間市公共下水道事業特別会計予算 

第２０号議案 平成２６年度中間市公共用地先行取得特別会計予算 総 合 政 策

第２１号議案 平成２６年度中間市介護保険事業特別会計予算 
市 民 厚 生

第２２号議案 平成２６年度中間市後期高齢者医療特別会計予算 

第２３号議案 平成２６年度中間市水道事業会計予算 産 業 消 防

第２４号議案 平成２６年度中間市病院事業会計予算 市 民 厚 生
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別 表 ３ 

平成２６年度中間市一般会計予算 
 

条 付    託    事    項 付託委員会 

第 １ 条 第 １ 表  歳 入 歳 出 予 算 別 表 ４ 

第 ２ 条 第 ２ 表  債 務 負 担 行 為 各 委 員 会 

第 ３ 条 第 ３ 表  地  方  債 

総 合 政 策 第 ４ 条 一 時 借 入 金 

第 ５ 条 歳 出 予 算 の 流 用 
 
別 表 ４ 
 
歳  入 
 

款    別 款              別 付託委員会

全    款 各所管に係るもの 各 委 員 会
 
歳  出 
 

款別 款   名 項              目 付託委員会 

１ 議 会 費 全   項 
総 合 政 策

２ 総 務 費 

全 項（他の所管に係る分を除く） 

１項５目の一部、１項８目の一部、１項１０目の一部 産 業 消 防

１項１目・１０目の一部、２項１目の一部・２目、３項

１目の一部・２目 市 民 厚 生 

３ 民 生 費 

全 項（他の所管に係る分を除く） 

１項１・３目の一部、１項１３目、２項１・４目の一部、

３項１目の一部 
総 合 政 策

４ 衛 生 費 

全 項（他の所管に係る分を除く） 市 民 厚 生

１項１目の一部、２項１目の一部、３項１目 総 合 政 策

１項３目の一部 
産 業 消 防

５ 労 動 費 
全 項（他の所管に係る分を除く） 

１項１目 市 民 厚 生 

６ 農林水産業費 全 項（１項２・４目の一部は総合政策） 

産 業 消 防７ 商 工 費 全 項（１項１・３目・４目の一部は総合政策） 

８ 土 木 費 

全 項（他の所管に係る分を除く） 

１項１目の一部、２項３目の一部、４項１・２目の一部、

５項１目の一部 
総 合 政 策

９ 消 防 費 全   項（１項１目の一部・４目は総合政策） 産 業 消 防

１０ 教 育 費 全   項 総 合 政 策

１１ 災害復旧費 全   項 産 業 消 防

１２ 公 債 費 全   項 
総 合 政 策

１３ 予 備 費 全   項 
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午後１時28分開議 

○議長（堀田 英雄君）   

 皆さん、こんにちは。ただいままでの出席議員は１８名で、定足数に達しておりますの

で、これより会議を開きます。 

 本日の議事日程は、お手元に配付しておりますので、ご了承をお願いいたします。 

 なお、本日の議案等の朗読は省略したいと思いますので、ご了承をお願いいたします。 

────────────・────・──────────── 

日程第１．第１号議案 

日程第２．第２号議案 

日程第３．第３号議案 

日程第４．第４号議案 

日程第５．第５号議案 

○議長（堀田 英雄君）   

 これより、日程第１、第１号議案から日程第５、第５号議案までの平成２５年度各会計

補正予算５件を一括して議題とし、各常任委員長の報告を求めます。 

 まず、下川俊秀総合政策委員長。 

○総合政策委員長（下川 俊秀君）   

 ご指名によりまして、ただいま議題となっております第１号議案のうち、総合政策委員

会に付託されました所管部分について審査を行いましたので、その概要と結果をご報告申

し上げます。 

 今回の補正予算は、国において「好循環実現のための経済対策」に基づく補正予算が編

成されたことを受け、後年度に交付税措置のある有利な補正予算債を最大限活用するため、

平成２６年度執行予定である道路、公園等のインフラ整備事業を前倒し計上したものが中

心となっており、歳入歳出それぞれ３億９,５３０万円を追加し、予算の総額を歳入歳出

それぞれ１７２億４,４７１万９,０００円とするものであります。 

 歳出の主なものは、まず総務費においては、災害時に災害対策本部の拠点となる市庁舎

本館の耐震診断委託料に１,０００万円、メーカーのサポートが終了する事務用パソコン

の更新に４００万円がそれぞれ計上されております。 

 教育費においては、地域交流センターを拠点として実施される垣生の魅力再発見事業に

５０万円、なかまハーモニーホール音響設備・空調等の修繕経費として２１０万円がそれ

ぞれ計上されております。 

 歳入の主なものとしては、国の１次補正によって地方交付税が増額されたことに伴い、

普通交付税が５３０万円増額されております。 

 以上が当委員会に付託されました議案の概要であります。 

 最後に、採決いたしました結果、全員賛成で原案どおり可決すべきと決した次第であり
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ます。 

 よろしくご審議のほどお願い申し上げまして、委員長の報告を終わります。 

○議長（堀田 英雄君）   

 次に、安田明美市民厚生委員長。 

○市民厚生委員長（安田 明美君）   

 ご指名によりまして、ただいま議題となっております第１号議案のうち、市民厚生委員

会に付託されました所管部分並びに第２号議案、第３号議案、第４号議案、第５号議案に

つきまして審査を行いましたので、その概要と結果をご報告申し上げます。 

 初めに、第１号議案一般会計補正予算につきまして申し上げます。 

 歳出の主なものは、民生費の社会福祉費では、老人福祉費として、後期高齢者医療療養

給付費負担金３,８８０万円、介護施設開設準備等特別対策事業費補助金１,３００万円が減

額され、児童福祉費では、児童福祉総務費として、子ども・子育て支援新制度電子システ

ム構築委託料１,６１０万円が増額され、児童措置費として、児童福祉施設入所扶助費

１,０００万円、児童手当に要する扶助費１億８０万円、児童扶養手当に要する扶助費

１,６４０万円が減額されております。また、生活保護費の扶助費では、医療扶助費

６,８４０万円、生活扶助費５,０９０万円、住宅扶助費１,９５０万円、介護扶助費

８２０万円が減額されております。 

 次に、第２号議案特別会計国民健康保険事業補正予算につきまして申し上げます。 

 歳出の主なものは、保険給付費では、一般被保険者療養給付費１億１,１８０万円、退

職被保険者等療養給付費９,８５０万円が減額され、国民健康保険診療施設であります中

間市立病院に対する直営診療施設繰出金が確定したことに伴い、５,５００万円が増額さ

れております。 

 歳入では、国民健康保険税３,０１０万円、国庫補助金５,２８０万円が増額され、退職

被保険者等療養給付費の減額に伴い療養給付費交付金９,８５０万円、繰入金の確定に伴

い一般会計繰入金９５０万円、歳入欠かん補填収入８,７６０万円が減額されております。 

 歳入歳出それぞれ１億４,９７９万円を減額し、予算の総額は７２億９,９７３万円とな

っております。 

 次に、第３号議案介護保険事業特別会計補正予算について申し上げます。 

 保険事業勘定の歳出の主なものは、総務費では、一般管理費として介護保険事業システ

ム改修委託料１５０万円が増額され、認定調査等事務に要する経費として手数料１００万

円が減額されております。 

 また、地域支援事業費では、任意事業費として委託料及び扶助費３１０万円が減額され、

決算調整のための基金積立金２,０００万円が増額されております。 

 歳入の主なものは、介護保険料として第１号被保険者保険料６５０万円、繰越金

１,０７０万円が増額され、繰入金１００万円が減額されております。 
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 歳入歳出それぞれ１,５２０万円を増額し、予算の総額は４４億５５２万円となってお

ります。 

 次に、第４号議案後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）について申し上げます。 

 今回の補正は、歳出では、後期高齢者医療広域連合納付金１４０万円が減額されており

ます。 

 歳入では、後期高齢者医療保険料１,６３０万円が減額され、繰越金１,５２０万円が増

額されております。 

 歳入歳出それぞれ１４０万円を減額し、予算の総額は７億２,６０２万円となっており

ます。 

 次に、第５号議案病院事業会計補正予算（第１号）について申し上げます。 

 収益的収支の収入では、病院事業収益の医業収益において、入院患者数の減少などに伴

い、５,３００万円が減額されております。 

 また、医業外収益では、１,２３０万円が増額されております。これは、特別会計国民

健康保険事業からの負担金として、国民健康保険直営診療施設で開催される健康教室など

に対する国の補助金です。 

 支出では、病院事業費の医業費用では、給与費３,０００万円、薬品等の材料費

１,６８０万円が減額されております。 

 また、資本的収入の収入では、７万５,０００円の減額となっております。これは、

ボーダリングシステム及び医療器購入に伴う国からの国民健康保険診療施設に対する補助

４,２６２万５,０００円が決定したことにより、固定資産整備企業債４,２７０万円を減額し

たことによるものです。 

 以上が当委員会に付託されました議案の概要であります。 

 最後に、それぞれ採決いたしました結果、第１号議案は賛成多数で、第２号議案、第

３号議案、第４号議案及び第５号議案は全員賛成で原案どおり可決すべきであると決した

次第であります。 

 よろしくご審議のほどお願い申し上げまして、委員長の報告を終わります。 

○議長（堀田 英雄君）   

 次に、原田隆博産業消防委員長。 

○産業消防委員長（原田 隆博君）   

 ご指名によりまして、ただいま議題となっております第１号議案平成２５年度中間市一

般会計補正予算（第４号）のうち、産業消防委員会に付託されました所管部分について審

査を行いましたので、その概要と結果をご報告申し上げます。 

 今回の補正の主なものを申し上げますと、歳入では、国の補正予算により、前倒し事業

に伴う社会資本整備総合交付金として４,１９０万円が計上されております。 

 歳出の主なものは、土木費の道路新設改良費では、御座ノ瀬１号線道路改良事業として
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３,７９０万円、道路ストック総点検委託料として２,１５０万円が計上されております。 

 公園費では、都市公園安全・安心対策緊急総合支援事業として２,７２０万円が計上さ

れております。 

 住宅建設改良費では、耐震対策として土手ノ内団地エレベーター安全装置取付業務に

１４０万円、岩瀬南第２団地の外壁改修工事として１,１１０万円、浄花町公営住宅の屋

上防水改修工事として８４０万円が計上されております。 

 また、消防費では、中尾地区の耐震性貯水槽設置事業として１,０３０万円、消防指令

センターの通信機器等を高機能化するための高機能消防指令センター整備事業として１億

７,０６０万円、現在アナログ方式で運用している消防救急無線をデジタル化するための

消防救急無線デジタル化事業として２億５,８１０万円が計上されております。 

 討論において、委員から、「急ぐ必要のない御座ノ瀬１号線道路改良事業に予算を使う

のではなく、社会保障等に回すべきである」との意見がありました。 

 以上が当委員会に付託されました議案の概要であります。 

 最後に、採決いたしました結果、第１号議案は賛成多数で、原案どおり可決すべきであ

ると決した次第であります。 

 よろしくご審議のほどお願い申し上げまして、委員長の報告を終わります。 

○議長（堀田 英雄君）   

 これより質疑に入ります。ただいまの委員長の報告に対し、質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（堀田 英雄君）   

 質疑なしと認めます。 

 これより討論に入ります。討論はありませんか。青木孝子さん、どうぞ。 

○議員（６番 青木 孝子君）   

 第１号議案平成２５年度中間市一般会計補正予算について、日本共産党市議団を代表い

たしまして反対討論いたします。 

 ３款民生費３項生活保護費２０節扶助費を１億５,６７０万５,０００円減額計上してい

ますが、そのうち、昨年８月の生活保護基準引き下げによる減額は約２,７００万円というこ

とです。 

 政府は生活保護基準の引き下げの理由として、生活扶助費が低所得世帯の生活を上回る

ケースがあるとしていますが、比較対象となった低所得世帯は生活保護基準を下回るか、

基準ぎりぎりの生活であるにもかかわらず、生活保護を受給できずにいる世帯でもありま

す。本来、生活保護基準以下にある世帯や生活保護受給世帯と同じ水準の実態にある住民

が制度の外に放置されていることこそ問題ではないでしょうか。 

 生活保護は「健康で文化的な最低限度の生活を営む権利」を国民に保障し、その責任を

憲法２５条として政府に課したものです。「最低限度の生活」を政府の思惑で低下させる
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ことなど許されるものではありません。 

 しかも、生活保護基準の引き下げは、生活保護受給者だけにとどまらず、労働者の最低

賃金や住民税、保育料、国民健康保険税、介護保険料の負担増になるなど、高齢者や子育

て世帯にも影響が及びます。 

 次に、８款土木費２項道路橋りょう費、御座ノ瀬１号線道路改良事業に要する経費とし

て３,７９３万８,０００円計上されていますが、急ぐ必要のない道路改良事業であり、社

会保障などを優先すべきです。 

 以上、反対討論を終わります。 

○議長（堀田 英雄君）   

 ほかに討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（堀田 英雄君）   

 これにて討論を終結いたします。 

 これより第１号議案から第５号議案までの補正予算５件を順次採決いたします。 

 議題のうち、まず第１号議案平成２５年度中間市一般会計補正予算（第４号）を起立に

より採決いたします。 

 本案に対する委員長の報告は可決であります。本案は委員長の報告のとおり決すること

に賛成の諸君の起立をお願いします。 

（起立） 

○議長（堀田 英雄君）   

 起立多数であります。よって、第１号議案は原案のとおり可決されました。 

 次に、第２号議案平成２５年度中間市特別会計国民健康保険事業補正予算（第４号）を採

決いたします。 

 本案に対する委員長の報告は可決であります。本案は委員長の報告のとおり決すること

にご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（堀田 英雄君）   

 ご異議なしと認めます。よって、第２号議案は委員長の報告のとおり可決することに決

しました。 

 次に、第３号議案平成２５年度中間市介護保険事業特別会計補正予算（第３号）を採決

いたします。 

 本案に対する委員長の報告は可決であります。本案は委員長の報告のとおり決すること

にご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（堀田 英雄君）   
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 ご異議なしと認めます。よって、第３号議案は委員長の報告のとおり可決することに決

しました。 

 次に、第４号議案平成２５年度中間市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）を採

決いたします。 

 本案に対する委員長の報告は可決であります。本案は委員長の報告のとおり決すること

にご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（堀田 英雄君）   

 ご異議なしと認めます。よって、第４号議案は委員長の報告のとおり可決することに決

しました。 

 次に、第５号議案平成２５年度中間市病院事業会計補正予算（第１号）を採決いたしま

す。 

 本案に対する委員長の報告は可決であります。本案は委員長の報告のとおり決すること

にご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（堀田 英雄君）   

 ご異議なしと認めます。よって、第５号議案は委員長の報告のとおり可決することに決

しました。 

────────────・────・──────────── 

日程第６．第６号議案 

日程第７．第７号議案 

日程第８．第８号議案 

○議長（堀田 英雄君）   

 次に、日程第６、第６号議案から日程第８、第８号議案までの条例改正３件を一括して

議題とし、各常任委員長の報告を求めます。 

 まず、下川俊秀総合政策委員長。 

○総合政策委員長（下川 俊秀君）   

 ご指名によりまして、ただいま議題となっております第８号議案中間市社会教育委員の

定数及び任期に関する条例の一部を改正する条例について審査を行いましたので、その概

要と結果をご報告申し上げます。 

 今回の条例改正は、社会教育法の改正に伴い、社会教育委員の委嘱に際し、委員の満た

すべき基準を「学校教育及び社会教育の関係者、家庭教育の向上に資する活動を行う者並

びに学識経験のある者」と規定することにより、より一層、幅広い分野から委嘱できるよ

うにするものであります。 

 以上が当委員会に付託されました議案の概要であります。 
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 最後に、採決いたしました結果、全員賛成で原案どおり可決すべきと決した次第であり

ます。 

 よろしくご審議のほどお願い申し上げまして、委員長の報告を終わります。 

○議長（堀田 英雄君）   

 次に、原田隆博産業消防委員長。 

○産業消防委員長（原田 隆博君）   

 ご指名によりまして、ただいま議題となっております第６号議案及び第７号議案につき

まして審査を行いましたので、その概要と結果をご報告申し上げます。 

 まず、第６号議案中間市手数料条例の一部を改正する条例について申し上げます。 

 今回の条例改正は、消費税及び地方消費税の引き上げ等により、地方公共団体の手数料

の標準に関する政令の一部を改正する政令が公布され、手数料の額の標準が見直されたこ

とに伴うものであります。 

 改正の内容としましては、消防法に基づく危険物施設の審査・検査に関する手数料で、

製造所等の設置許可、完成検査前検査及び保安検査に係る手数料の額を引き上げるもので

す。 

 なお、施行日は、平成２６年４月１日となっております。 

 討論において、委員から、「今回の改正は、消費税の引き上げに伴う増額であるから反

対します」との意見がありました。 

 次に、第７号議案中間市道路占用料徴収条例の一部を改正する条例につきまして申し上

げます。 

 今回の条例改正は、公平かつ公正な市民負担の確保及び債権の管理の適正化を推進する

ため、中間市債権管理条例と整合性を図るため改正するものです。 

 改正の主な内容としましては、道路占用料を納付期限までに納付しない者に対して督促

状を発送すること及び督促手数料を徴収すること。また、督促状を発送しても納付しない

者に対して、延滞金を徴収すること及び延滞金の率について定めるものであります。 

 なお、施行日は、平成２６年４月１日となっておりますが、督促手数料及び延滞金の徴

収、減免については、市民に対しての周知期間を考慮し、平成２７年４月１日から施行す

ることとなっております。 

 以上が当委員会に付託されました議案の概要であります。 

 最後に、それぞれ採決いたしました結果、第６号議案は賛成多数、第７号議案は全員賛

成で、原案のとおり可決すべきであると決した次第であります。 

 よろしくご審議のほどお願い申し上げまして、委員長の報告を終わります。 

○議長（堀田 英雄君）   

 これより質疑に入ります。ただいまの委員長の報告に対し、質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 
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○議長（堀田 英雄君）   

 質疑なしと認めます。 

 討論に入ります。討論はありませんか。宮下寛君。 

○議員（５番 宮下  寛君）   

 第６号議案についての討論を行います。 

 この中間市手数料条例については、消費税の引き上げに伴う手数料の増額ということで

あります。我が党は、国民並びに市民に対して大きな犠牲を伴う消費税の増税については

反対をしております。 

 また、この６号議案に伴う条例についての対象物は、この中間市には現在のところ存在

しないということではあるんですが、消費税そのものについての反対ということから、こ

の手数料条例、増税については賛成できないということで討論を終わります。 

○議長（堀田 英雄君）   

 ほかに討論ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（堀田 英雄君）   

 これにて討論を終結いたします。 

 これより第６号議案から第８号議案までの条例改正３件を順次採決いたします。 

 議題のうち、まず第６号議案中間市手数料条例の一部を改正する条例を起立により採決

いたします。 

 本案に対する委員長の報告は可決であります。本案は委員長の報告のとおり決すること

に賛成の諸君の起立を求めます。 

（起立） 

○議長（堀田 英雄君）   

 起立多数であります。よって、第６号議案は原案のとおり可決されました。 

 次に、第７号議案中間市道路占用料徴収条例の一部を改正する条例を採決いたします。 

 本案に対する委員長の報告は可決であります。本案は委員長の報告のとおり決すること

にご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（堀田 英雄君）   

 ご異議なしと認めます。よって、第７号議案は委員長の報告のとおり可決することに決

しました。 

 次に、第８号議案中間市社会教育委員の定数及び任期に関する条例の一部を改正する条

例を採決いたします。 

 本案に対する委員長の報告は可決であります。本案は委員長の報告のとおり決すること

にご異議ありませんか。 



- 129 - 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（堀田 英雄君）   

 ご異議なしと認めます。よって、第８号議案は委員長の報告のとおり可決することに決

しました。 

────────────・────・──────────── 

日程第９．第９号議案 

○議長（堀田 英雄君）   

 次に、日程第９、第９号議案中間市デイサービスセンター設置及び管理に関する条例を

廃止する条例を議題とし、市民厚生委員長の報告を求めます。安田明美市民厚生委員長。 

○市民厚生委員長（安田 明美君）   

 ご指名によりまして、ただいま議題となっております第９号議案中間市デイサービスセ

ンター設置及び管理に関する条例を廃止する条例につきまして審査を行いましたので、そ

の概要と結果をご報告申し上げます。 

 今回の条例廃止の内容は、平成８年に開設された、現在、指定管理者制度により運営さ

れている中間市松ケ岡デイサービスセンターを民間事業者へ有償譲渡することに伴い、行

政財産である当該施設を普通財産とするものです。 

 理由といたしましては、開設当時には２施設しかなかったデイサービスセンターは、現

在では２８施設と充足しており、本市の「指定管理者制度の運用方針」においても民間施

設と競合する場合は廃止などを含め検討することとなっていることから、指定管理者選定

委員会において、一般公募により公売することが決定されたものです。 

 なお、施行日は、平成２６年４月１日となっております。 

 以上が当委員会に付託されました議案の概要であります。 

 最後に、採決いたしました結果、賛成多数で原案どおり可決すべきであると決した次第

であります。 

 よろしくご審議のほどお願い申し上げまして、委員長の報告を終わります。 

○議長（堀田 英雄君）   

 これにより質疑に入ります。ただいまの委員長の報告に対し、質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（堀田 英雄君）   

 質疑なしと認めます。 

 これより討論に入ります。討論はありませんか。青木孝子さん。 

○議員（６番 青木 孝子君）   

 第９号議案中間市デイサービスセンター設置及び管理に関する条例を廃止する条例、ま

た、まだ提案されておりませんけれども、第１３号議案財産の処分について、この二つの

議案は関連がありますので、一括して日本共産党市議団を代表いたしまして反対討論いた
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します。 

 第９号議案は、指定管理者制度のもとにあった中間市デイサービスセンター（松ケ岡デ

イサービスセンター）を民間の有限会社コスモケアに売買するために、条例を廃止するた

めの条例です。 

 ２００３年に「指定管理者制度」が導入され、「官から民へ」の路線に基づいて公の施

設の管理運営を自治体や自治体が出資する財団法人や社会福祉法人などに限るとしていた

ものを、民間営利会社を含む「指定管理者」にさせることができるようになりました。日

本共産党はこれまで、「公の施設」を営利目的にする民間企業に委託して、自治体の責任

が果たせるのかと指摘をしてきました。 

 こうした中で、指定管理者は年度終了時に事業報告書（実施状況、利用状況、管理費収

支状況など）を作成し、自治体に提出することになっているので、少なからず行政として

チェック機能を果たせました。 

 ところが、施設が民間に売買されると、施設運営や管理の実態、利用者の意向など全く

把握できなくなります。 

 今、介護保険制度が次々改悪され、要支援１、２の高齢者は介護保険から外し、自治体

任せの地域支援事業に移されようとする中、公の施設である中間市デイサービスの役割は

大きいものであります。中間市デイサービスは地方自治法にのっとり「住民の福祉を増進

する目的を持ってその利用に供するための施設」として、民間に売買するのではなく、中

間市の公の施設として継続すべきです。 

 以上、二つの議案の反対討論を終わります。 

 以上です。 

○議長（堀田 英雄君）   

 ほかに討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（堀田 英雄君）   

 これにて討論を終結いたします。 

 これより、第９号議案中間市デイサービスセンター設置及び管理に関する条例を廃止す

る条例を起立により採決いたします。 

 本案に対する委員長の報告は可決であります。本案は委員長の報告のとおり決すること

に賛成の諸君の起立を求めます。 

（起立） 

○議長（堀田 英雄君）   

 起立多数であります。よって、第９号議案は原案のとおり可決されました。 

────────────・────・──────────── 

日程第１０．第１０号議案 
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日程第１１．第１１号議案 

日程第１２．第１２号議案 

○議長（堀田 英雄君）   

 次に、日程第１０、第１０号議案から日程第１２、第１２号議案までの条例３件を一括

して議題とし、各常任委員長の報告を求めます。 

 まず、下川俊秀総合政策委員長。 

○総合政策委員長（下川 俊秀君）   

 ご指名によりまして、ただいま議題となっております第１０号議案及び第１１号議案に

ついて審査を行いましたので、その概要と結果をご報告申し上げます。 

 まず、第１０号議案中間市総合計画策定審議会条例について申し上げます。 

 総合計画は、行政運営の基本構想を定め、行政の計画的かつ総合的な運営を図っていく

ための最も重要な計画でありますが、平成２３年の地方自治法改正によって、法による策

定義務がなくなり、各自治体が独自の判断によって計画を定めることになりました。この

ことから、平成２８年度の第５次総合計画策定を見据え、学識経験者を含めた市民各層か

らより広く、より多くの意見を取り入れるための審議機関として、総合計画策定審議会を

設置することにつき、必要な事項を定めるものであります。 

 なお、第５次総合計画は、平成２６年度から２年間にわたり、策定審議会での審議や

ワークショップ、パブリックコメント等を実施し、平成２８年３月までに策定する予定と

のことであります。 

 次に、第１１号議案中間市債権管理条例について申し上げます。 

 この条例は、財政の健全化及び市民負担の公平性の確保を図るため、債権管理の適正化

に向けて全庁的に取り組んでいくために、市の債権の管理及び整理回収に関する事務処理

について、統一的な処理基準その他必要な事項を定めることを目的としています。 

 主な内容としては、税外収入金の督促手数料や延滞金の徴収、滞納者情報の相互利用等

について規定しております。また、適切な債権管理に取り組む中で、やむを得ず私債権の

放棄をしたときには、議会に報告することが定められております。 

 なお、条例改正の施行日は平成２６年４月１日からでありますが、督促手数料及び延滞

金の徴収等に関する部分については、市民に対する周知期間を考慮し、平成２７年４月１日

から施行となっております。 

 以上が当委員会に付託されました議案の概要であります。 

 最後に、それぞれ採決いたしました結果、いずれも全員賛成で原案どおり可決すべきと

決した次第であります。 

 よろしくご審議のほどお願い申し上げまして、委員長の報告を終わります。 

○議長（堀田 英雄君）   

 次に、原田隆博産業消防委員長。 
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○産業消防委員長（原田 隆博君）   

 ご指名によりまして、ただいま議題となっております第１２号議案中間市消防長及び消

防署長の資格を定める条例につきまして審査を行いましたので、その概要と結果について

ご報告申し上げます。 

 今回の条例制定は、地域の自主性及び自立性を高めるための改革の推進を図るための関

係法律の整備に関する法律が公布され、消防組織法が改正されることに伴い、消防長及び

消防署長の資格に関する基準を新たに条例で定めなければならないことから制定されるも

のです。 

 条例の内容としましては、昨年９月６日に公布されました市町村の消防長及び消防署長

の資格に関する基準を定める政令を参酌した上で、中間市消防長及び消防署長の資格につ

いて定めるものです。 

 また、中間市の実情を考慮し消防長の資格については、「消防職員として消防事務に従

事した者で、課長の職と同等以上と認められる職に２年以上あったもので、消防長として

必要な知識及び経験を有すると認められるもの」という要件を追加しております。 

 なお、施行日は、平成２６年４月１日となっております。 

 以上が当委員会に付託されました議案の概要であります。 

 最後に、採決いたしました結果、全員賛成で原案どおり可決すべきと決した次第であり

ます。 

 よろしくご審議のほどお願い申し上げまして、委員長の報告を終わります。 

○議長（堀田 英雄君）   

 これより質疑に入ります。ただいまの委員長の報告に対して、質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（堀田 英雄君）   

 質疑なしと認めます。 

 これより討論に入ります。討論はありませんか。田口澄雄君。 

○議員（７番 田口 澄雄君）   

 第１１号議案中間市債権管理条例について意見を申し述べます。 

 債権管理に対するこのような条例の制定については、その必要性を認めますが、問題は

その運用にあると思います。 

 困難ケースに限って収納課に集中して処理を行わせるようですが、もともと収納課は、

自力執行権を背景とした、税及びそれに準じる賦課に対する徴収業務を主としていた部門

であります。このような形で、裁判所等の関与を有する債権まで対応するとなると、肝心

の税に対する対応力に弱体化が起こるおそれがあります。 

 また、滞納処分についても、ことし１月２４日付の総務省の文書によると、滞納者の個

別・具体的な実情を十分に把握した上で、適切な執行に努めるよう指示をしています。そ
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の辺の指摘も踏まえて、滞納者の生活を著しく窮迫させないような対応を求めるところで

あります。 

 条例の運用については、柔軟性と臨機応変な対応を求めて、意見を付しての賛成といた

します。 

 以上であります。 

○議長（堀田 英雄君）   

 ほかに討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（堀田 英雄君）   

 これにて討論を終結いたします。 

 これより第１０号議案から第１２号議案までの条例３件を順次採決いたします。 

 議題のうち、まず第１０号議案中間市総合計画策定審議会条例を採決いたします。 

 本案に対する委員長の報告は可決であります。本案は委員長の報告のとおり決すること

にご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（堀田 英雄君）   

 ご異議なしと認めます。よって、第１０号議案は委員長の報告のとおり可決することに

決しました。 

 次に、第１１号議案中間市債権管理条例を採決いたします。 

 本案に対する委員長の報告は可決であります。本案は委員長の報告のとおり決すること

にご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（堀田 英雄君）   

 ご異議なしと認めます。よって、第１１号議案は委員長の報告のとおり可決することに

決しました。 

 次に、第１２号議案中間市消防長及び消防署長の資格を定める条例を採決いたします。 

 本案に対する委員長の報告は可決であります。本案は委員長の報告のとおり決すること

にご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（堀田 英雄君）   

 ご異議なしと認めます。よって、第１２号議案は委員長の報告のとおり可決することに

決しました。 

────────────・────・──────────── 

日程第１３．第１３号議案 

○議長（堀田 英雄君）   
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 次に、日程第１３、第１３号議案財産の処分についてを議題とし、産業消防委員長の報

告を求めます。原田隆博産業消防委員長。 

○産業消防委員長（原田 隆博君）   

 ご指名によりまして、ただいま議題となっております第１３号議案財産の処分について

の審査を行いましたので、その概要と結果についてご報告申し上げます。 

 今回、処分する財産は、中間市松ケ岡デイサービスセンターの土地及び建物であります。

中間市松ケ岡２６８５番３１に所在し、土地の面積は１,１９７.０４平方メートル、建物

の床面積は４７０.６２平方メートルであります。 

 この土地及び建物について、平成２６年２月４日に一般競争入札を行った結果、有限会

社コスモケアが５,３８３万９,２００円で落札し、同社と平成２６年２月１８日付で土地

建物売買仮契約がなされております。 

 討論において、委員から、「住民に対して社会保障のサービスを行っている財産を民間

に譲り渡すべきではない」との意見がありました。 

 以上が当委員会に付託されました議案の概要であります。 

 最後に、採決いたしました結果、賛成多数で原案どおり可決すべきと決した次第であり

ます。 

 よろしくご審議のほどお願い申し上げまして、委員長の報告を終わります。 

○議長（堀田 英雄君）   

 これより質疑に入ります。ただいまの委員長の報告に対し、質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（堀田 英雄君）   

 質疑なしと認めます。 

 これより討論に入ります。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（堀田 英雄君）   

 討論なしと認めます。 

 これより第１３号議案財産の処分についてを起立により採決いたします。 

 本案に対する委員長の報告は可決であります。本案は委員長の報告のとおり決すること

に賛成の諸君の起立を求めます。 

（起立） 

○議長（堀田 英雄君）   

 起立多数であります。よって、第１３号議案は原案のとおり可決されました。 

────────────・────・──────────── 

日程第１４．第１４号議案 

○議長（堀田 英雄君）   
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 次に、日程第１４、第１４号議案中間市道路線の認定についてを議題とし、産業消防委

員長の報告を求めます。原田隆博産業消防委員長。 

○産業消防委員長（原田 隆博君）   

 ご指名によりまして、ただいま議題となっております第１４号議案中間市道路線の認定

についての審査を行いましたので、その概要と結果についてご報告申し上げます。 

 今回、認定の議決を得るために提案されております路線は、通谷団地１８５号線及び通

谷団地１８６号線の２路線であります。 

 まず、通谷団地１８５号線については、当該地区の開発行為に伴い帰属を受けたため認

定するものであります。 

 次に、通谷団地１８６号線については、従来より当該地区住民の生活道路として利用さ

れているため認定するものであります。 

 以上が当委員会に付託されました議案の概要であります。 

 最後に、採決いたしました結果、全員賛成で原案どおり可決すべきと決した次第であり

ます。 

 よろしくご審議のほどお願い申し上げまして、委員長の報告を終わります。 

○議長（堀田 英雄君）   

 これより質疑に入ります。ただいまの委員長の報告に対し、質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（堀田 英雄君）   

 質疑なしと認めます。 

 これより討論に入ります。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（堀田 英雄君）   

 討論なしと認めます。 

 これより第１４号議案を採決いたします。 

 本案に対する委員長の報告は可決であります。本案は委員長の報告のとおり決すること

にご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（堀田 英雄君）   

 ご異議なしと認めます。よって、第１４号議案は委員長の報告のとおり可決することに

決しました。 

────────────・────・──────────── 

日程第１５．第１５号議案 

日程第１６．第１６号議案 

日程第１７．第１７号議案 
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日程第１８．第１８号議案 

日程第１９．第１９号議案 

日程第２０．第２０号議案 

日程第２１．第２１号議案 

日程第２２．第２２号議案 

日程第２３．第２３号議案 

日程第２４．第２４号議案 

○議長（堀田 英雄君）   

 次に、日程第１５、第１５号議案から日程第２４、第２４号議案までの平成２６年度各

会計予算１０件を一括議題といたします。 

 これより質疑に入ります。質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（堀田 英雄君）   

 質疑なしと認めます。 

 ただいま議題となっております平成２６年度各会計予算１０件は、会議規則第３７条第

１項の規定により、それぞれ所管の各常任委員会に付託いたします。 

────────────・────・──────────── 

日程第２５．会議録署名議員の指名 

○議長（堀田 英雄君）   

 これより、日程第２５、会議録署名議員の指名を行います。 

 本日の会議録署名議員は、会議規則第８３条の規定により、議長において草場満彦君及

び佐々木晴一君を指名いたします。 

────────────・────・──────────── 

○議長（堀田 英雄君）   

 以上で本日の日程は全て終了いたしましたので、これにて散会いたします。 

午後２時12分散会 

────────────────────────────── 
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